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「今月の祈り」  

私たちの救い主イエス・キリストの父

なる神さま。あなたの御名を賛美いたし

ます。あなたは私たちを、御子イエス・キ

リストの恵みを通して神の子として下さ

いました。同じ一つの霊によって一つの

祈りと歌に結び合わせて下さいます。今、

そのようにして生かされている恵みを感

謝いたします。今年も私たちは、主イエス

のご降誕を祝うクリスマスを迎えること

ができました。 

進歩を遂げているはずの世界の歩みの

中で、なお多くの紛争が終わりを見せず、

この同じ空の下で、沢山の人々が無惨に

命を奪われ、大切な家族や友人の命を奪

われ、故郷を追われています。また、直接

的に戦争していない所であっても、飢え

る人々があり、成長する世界のために

人々の命が奪われ、これまでの幸いが削

られる現実があります。平和を祈り願う

声が、また、一人一人が与えられた命を生

き生きと生きて行けるように懸命に祈る

言葉が、虚しく響いてしまいます。 

神さま、どうかあなたにある平和を一

日も早くもたらせてください。私たちは

今、こうしてあたたかい礼拝堂に集い、安

心して静かに祈るひと時が与えられてい

ますが、平安の内に過ごすことが難しい人

が沢山いることを覚えます。同時に、私たち

自身がみ言葉にどれだけ忠実であったかを

思うとき、後悔の中に立ち尽くす思いを抱

きます。 

しかし、そのような中でも、あなたは変わ

らぬ愛を持って私たちを支え、望みなきと

ころに望みをつくり、愛なきところに小さ

な愛の火を燃やし続けてきて下さいまし

た。そして、お互いに助け合う喜びを味わう

ことができました。あなたが用いられた多

くの人々の愛や優しさ、厚意によっても生

かされてきました。それらすべてのことの

中に、御子が生まれて下さった愛の事実が

生きて働いていることを思い感謝をささげ

ます。いまもう一度心を開き、主イエス・キ

リストがこの世に生まれて下さった出来事

の意味に立ち帰り、私たち一人ひとりの心

の内に救い主が生まれ、あなたを賛美する

喜びにあふれる幸いを味わうことができま

すように。 

この祈りを、尊き主イエス・キリストのみ

名によって、御前におささげいたします、 

アーメン。 
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